
8ム

ム並／

。O

A川

省

内
藤
湖
南
の
支
那
学
と
西
村
茂
樹
の
道
徳
学

秋
田
県
が
生
ん
だ、
「
支
那
学」

つ
ま
り
今
日
的
に
言
え

ば
中
国
学
の
偉
大
な
先
駆
者
に
し
て
碩
学
泰
斗
に
内
藤
湖
南

が
い
る
け
れ
ど、

秋
田
県
民
の
聞
で
は
意
外
に
知
名
度
が
向

く
は
な
い
。

県
内
の
高
校
生
に
講
演
の
際
な
ど
に
問
い
か
け

て
み
て
も、

湖
南
を
知
っ
て
い
る
生
徒
は
数
少
な
い
。

そ
の
理
由
は
様
々
で
あ
ろ
う
が、

内
藤
湖
南
が
県
北
東
端

かづ町

付
まない

の
鹿
角
市
・

毛
馬
内
の
出
身
で
あ
り、

こ
の
地
は
旧
南
部
藩

で
あ
っ
て、

い
わ
ゆ
る
秋
田
藩
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る

い
は
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
毛
馬
内
の
出
身
者
に
は、

十
和
田
湖
で
の
ヒ
メ
マ
ス
（
姫
鱒）

謎
殖
の
成
功
で
知
ら
れ、

私
た
ち
が
習
っ
た
教
科
部
に
も
出
て
い
た
和
井
内
貞
行
も
い

ヲ。。
湖
南
は
一

番
の
成
績
で
入
学
し、

ま
た
途
中
で
高
等
師
範

科
に
移
籍
し
て
一

八
八
五
（
明
治
一

八）

年
七
月、

満
二
十

歳
で
高
等
師
範
科
最
初
の・
卒
業
生
に
な
り、

同
年
九
月
に
北

秋
田
郡
（
現
・

北
秋
田
市）

綴
子
（
つ
づ
り
こ）

小
学
校
の

首
席
訓
導
（
最
上
位
の
教
貝）

に
な
っ
た。

秋
田
大
学
附
印刷
図
告
館
に
は
現
在、

内
藤
湖
南
の
「
苧
買

日
新」

と
刊
か
れ
た
蔚
額
が
あ
る
け
れ
ど、

湖
南
は
当
時、

期
待
し
て
人
っ
た
秋
田
師
範
で
の
前
説
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

は
失
望
し
て
い
る。

そ
の
こ
と
は
父
・

十
湾
（
本
名
・

内
藤

調
一
）

に
送
っ
た
書
信
に
詳
し
い
が、

そ
の
最
大
の
理
由
は

師
範
学
校
の
教
育
内
容
が
郷
里
の
毛
馬
内
で
湖
南
が
修
め
て

き
た
学
問
の
水
準
よ
り
劣
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た。

現
在

かづ町

の
秋
田
県
鹿
角
市
に
あ
る
偉
人
顕
彰
館
を
訪
れ
て
み
れ
ば
驚

く
ほ
ど
で
あ
る
が、

我
が
国
本
島
北
端
の
田
舎
の
最
奥
の
地

と
い
っ
て
も
い
い
毛
馬
内
は、

わ
ず
か
二
千
二
百
石
の
桜
庭

家
の
領
地
だ
っ
た
の
に、
「
鹿
角
学」

と
も
い
え
る
儒
学
の

盛
ん
な
学
問
的
伝
統
を
も
っ
武
家
村
落
で
あ
っ
た。

と
く
に

湖
南
の
父
・
十
湾
は
儒
者
と
し
て
四
書
五
経
は
も
と
よ
り
『
左

向島

嶺

主住

中

一

八
六
六
（
鹿
応
二
）

年
八
月、

秋
田
県
境
の
十
和
田
湖

の
南
に
位
置
す
る
毛
馬
内
の
士
族
・

内
藤
家
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
た
内
藤
虎
次
郎
（
十
和
田
湖
の
南
を
意
味
す
る
「
湖

南」

は
号）

は、

十
七
歳
の
冬
二
月
上
旬
頃、

三
月
初
旬
に

お
こ
な
わ
れ
る
秋
田
師
範
学
校
（
現
・

秋
出
大
学
教
育
文

化
学
部
の
前
身）

中
等
師
範
科
の
入
学
試
験
を
受
け
る
た

め、

毛
馬
内
か
ら
秋
田
ま
で、

地
元
の
小
学
校
の
先
生
に
率

い
ら
れ
て、

毛
馬
内
出
身
の
三
名
の
受
験
生
と
一

緒
に
雪
深

い
米
代
川
に
沿
っ
て
難
儀
を
し
な
が
ら
三
日
が
か
り
で
歩
い

て
来
た
と
い
う
（
三
田
村
泰
助
『
内
藤
湖
南』、

中
公
新
昔、

一

九
七
二
年。

な
お
本
書
に
出
て
く
る
「
能
代
川」

は
米
代

川
〈
よ
ね
し
ろ
が
わ〉

の
こ
と
と
忠
わ
れ
る）
。
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伝』
『
史
記』

に
な
じ
み、
江
戸
に
も
遊
学
し
て、
の
ち
に
『
日

本
外
史』

の
頼
山
陽
に
傾
倒
し
て
い
る。

母
方
（
母・
容
子）

の
泉
律
家
も、
内
藤
家
と
並
ぶ
「
鹿
角
学」

の
二
本
柱
で
あ
っ

た。
湖
南
は
幼
少
期
か
ら
そ
の
父
に
漢
文
や
習
字
を
学
び、

九

歳
で
尾
去
沢
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
に
『
論
訪問』

や
『
説

子』

も
読
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た。

そ
の
よ
う
に
し
て
漢
学
を
学
ん
で
き
た
湖
南
の
師
範
学
校

時
代
に
注
目
す
べ
き
事
柄
が
二
つ
あ
っ
た。

そ
の
一

つ
は
湖

南
が
時
代
の
流
れ
を
察
知
し
て
英
語
を
学
び
始
め
た
こ
と
で

あ
り、

も
う
一

つ
は
ル
ソ
l
の
『
民
約
論』

を
読
ん
で
強
い

影
響
を
受
け
た
こ
と
で
あ
っ
た。

い
ず
れ
も
湖
南
の
将
来
に

つ
な
が
る
青
年
期
の
収
穫
だ
っ
た
と
い
え
よ
う。

湖
南
は
師
範
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い

た
郷
里
の
小
学
校
で
の
二
年
間
の
教
師
生
活
を
経
て
明
治

ニ
ナ
（
一

八
八
七）

年
夏、

英
語
を
も
っ
と
学
び
た
い
と

い
っ
た
背
震
の
志
を
抱
い
て
両
親
に
無
断
で
上
京
し
た。

湖

南
二
十
二
蔵
の
と
き
で
あ
っ
た。
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て
湖
南
は
主
と
し
て
『
大
阪
朝
日
新
聞』

に
依
っ
た

新

者
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
中
国
学
者、

そ
し
て
教

育

の
道
を
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が、

私
に
と
っ
て
印
象

深

は、

彼
が
秋
田
か
ら
上
京
し
て
間
も
な
く、

日
本
弘

道

西
村
茂
樹
に
会
い、

そ
の
門
下
に
連
な
っ
て、
一

時

期

中
弘
道
会
の
評
議
員
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る。

教
育
に
と
っ
て
「
徳
学」

が
い
か
に
重
要
か
を
説
き
続
け
た

モ
ラ
リ
ス
ト
の
西
村
に
湖
南
が
知
過
を
得
た
時
期
に
は、

西

村
は
す
で
に
「
小
学
修
身
訓」

や
「
日
本
教
育
論」

を
書
い

て
い
た
（
『
西
村
茂
樹
全
集』

第
二
巻
所
収、

思
文
閣
出
版、

二
0
0
四
年）
。

湖
南
の
博
覧
強
記
か
ら
す
れ
ば、

小
学
校

教
師
を
終
え
た
ば
か
り
の
彼
が
西
村
の
教
育
論
を
読
ん
で
弘

道
会
忙
参
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い。

湖
南
が
西
村

麿
下
坊
弘
道
会
の
一

員
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は、

や
が
て

京
都
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
教
育
者
と
な
り、

当
時
の
支
那

（
清
L
中
華
民
国）

の
情
勢
分
析
に
つ
い
て
も、

き
わ
め
て

リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
道
義
的
観
点
を
示
し
つ
づ
け
た
湖
南

の
学
問
の
原
点
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

の
校
訓

｜｜
至
誠・
進
取・
勤
労

烏
河
川川
の
米
子
市
立
就
将
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
は、

六
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
る。

思
い
出
す
た
び
に
懐
か
し

さ
が
込
み
あ
げ
る。

こ
の
就
将
小
学
校
で
は、

事
あ
る
ご
と
に
中
江
藤
樹
先
生

の
名
前
が
先
生
方
の
口
か
ら
出
た
記
憶
が
あ
る。

今
は
郊
外

に
引
号
越
し
て
い
る
が
当
時
の
校
舎
は
街
中
に
あ
り、

交
差

点
に
面
し
た
一

画
に
は
「
中
江
藤
樹
先
生
勉
学
の
地」

と
い

う
石
碑
が
建
っ
て
い
た。

そ
し
て
校
訓
は、

中
江
藤
樹
先
生

の
教
売
か
ら
取
っ
た
と
い
う
「
至
誠」
「
進
取」
「
勤
労」

で

あ
り、

い
た。近、f

塑
人
と
呼
ば
れ
た
中
江
藤
樹
は、

江
戸
時
代
初
期
の

（
本
会
特
別
会
員
・

国
際
教
義
大
学
理
事
長
・

学
長）

田

叡

梶
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一

六
O
九
年
に
近
江
の
国
の
高
島
郡
小
川
村
に
生
ま
れ
て
い

る。

父
親
は
帰
出
し
て
い
た
の
で、

段
家
の
出
と
言
っ
て
よ

い
。

し
か
し
九
歳
の
時
に、

武
士
の
生
活
を
続
け
て
い
た
祖

父
の
嗣
子
と
な
り、

米
子
で
加
藤
氏
に
仕
え
て
い
た
祖
父
の

下
に
行
き、

数
年
勉
強
し
て
い
る。

そ
の
折
の
祖
父
の
屋
敷

が、

当
時
の
就
将
小
学
校
の
校
地
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る。

そ
の
後
間
も
な
く、

中
江
藤
樹
は、

加
藤
氏
が
伊
予
の

大
洲
に
転
封
と
な
っ
た
の
で、

祖
父
に
従
っ
て
米
子
の
地
を

離
れ
る。

そ
し
て、

二
十
七
歳
で
脱
藩
す
る
ま
で
大
洲
の
地

で
武
士
と
し
て
の
生
活
を
し、
近
江
の
小
川
村
に
帰
郷
し
て、

四
十
歳
の
死
去
す
る
ま
で
在
野
の
学
者
と
し
て
世
を
送
る。

近
江
に
帰
っ
て
か
ら
は、

武
士
と
民
民
の
身
分
の
迎
い
を
乗
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